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Abstract The infrastructure to support the interdisciplinary study attracts attention in Solar-Terrestrial Physics.
The Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork (IUGONET) is developing the infrastructure
to access to the various kind of observational data easily in interdisciplinary study. In this paper, we describe our
system of database for metadata, metadata format and analysis software.
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Global Observation NETwork, IUGONET [2]) では、国立極
地研究所、東北大学、名古屋大学、京都大学（注1）、および九州






































MDBシステム開発に当たり、a. Relational DataBase Man-
agement System (RDBMS)や eXtensible Markup Language













（注3）：本論文で指し示す Virtual Observatory は、








































Virtual Heliospheric Observatory (VHO),
http://vho.nasa.gov/,
Virtual Solar Observatory (VSO),
http://umbra.nascom.nasa.gov/vso/,
Virtual Ionosphere Thermosphere Mesosphere Observatory (VITMO),
http://vitmo.jhuapl.edu/,
Virtual Radiation Belt Observatory (ViRBO),
http://virbo.org/,
等の、いわゆる VxO と呼ばれている Virtual Observatory を意味する。
（注4）：DSpace, Repository List,
http://www.dspace.org/whos-using-dspace/Repository-List.html
（注5）：Registry of Open Access Repositories (ROAR),
http://roar.eprints.org/roar/
図 4 DSpace 1.5.2のアーキテクチャー (DSpace 1.5.2 Manualより
引用 [6])
















る Map-Reduceアルゴリズムを用いた Apache Hadoop（注6）を
用いた検索の負荷分散を再検討する。















表 1 metadataeldregistry テーブル
カラム名 データ型
metadata eld id integer




表 2 dcvalue テーブル
カラム名 データ型
dc valude id integer
item id integer



























表 4 IUGONET 掲載予定メタデータ
機関 観測データ
東北大・惑星プラズマ大気研究センター 地磁気 PC3 インデックス、 他 5 種
国立極地研究所・宙空圏研究グループ 昭和基地オーロラ観測データ、 他 21 種
名大・太陽地球環境研究所 NO 濃度、 他 19 種
京大・理・附属天文台 FMT-イベントリスト、 他 13 種
京大・理・附属地磁気センター 地磁気指数データ (nal)、 他 10 種
京大・生存圏研究所 信楽 MU レーダーデータ、 他 3 種
九大・宙空環境研究センター 地上磁力計観測データ、 他 3 種
IUGONET 全体 計 74 種






















う。なお DSpace 2.0がリリースされた後には、DSpace 2.0を
用いて IUGONETメタデータ・フォーマットを直接取り扱う
方向で再検討する。
（注7）：典型的な観測データは、1 日に 1 ファイル生成される。20 年以上に渡っ
て観測を続けているデータもある。





















バックを行う。図 6 に IUGONET のメタデータを Eclipse と
Web Tool Project (WTP)プラグインを用いて編集中のスナッ
プショットを示し、付録に IUGONETメタデータ・フォーマッ
トで記述したメタデータ例 (SuperDARN 北海道レーダー) を
示す。









（注10）：Mesosphere Thermosphere Ionosphere (MTI)
ており、また IUGONETがカバーしている太陽観測分野にお
いてもデファクトスタンダードである Interactive Data Lan-
guage (IDL)（注11）をベースにした解析ソフトウェア開発の準備
を行っている。IDL採用の理由として、i. Themis science Data










タのロケーション情報をシームレスにWeb UI For Analysis
に引き渡すためのインターフェイスに関しては、現在検討中で
ある。
Web UI For Analysisは、バックグラウンドで IDL+TDAS
を呼ぶことで解析結果を得てWeb UI上に表示する。ある実観
測データに詳しいユーザーは、その実観測データに適切な可視














図 9 に地球科学データのデータ見本集である DAta-showcase
system for Geoscience In Kml (Dagik)（注14）との連携案を示す。
DSpaceは、Search/Retrieval via Web Service（SRW)（注15）も










（注13）：CDF, FITS, netCDF, HDF4, HDF5 等。
（注14）：http://dagik.org/
（注15）：Search/Retrieval via Web Service, http://srw.cheshire3.org/
（注16）：Search/Retrieval via URL, http://www.loc.gov/standards/sru/
図 7 検索から解析までの流れ (サーバー側で QL 作成)
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1 <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

















19 SuperDARN Hokkaido HF radar, common









29 Common mode data generated by SuperDARN
30 Hokkaido HF radar. Data files are
31 distributed in the CDF format through
32 ERG-SC
33 </Description>
34 </Spase>
